
翌 11月 1日には、富士モータースポーツフォレスト（静岡県小山町）を訪れ、富士スピードウェイと富士

モータースポーツミュージアム等を視察、富士スピードウェイホテルで行われたフェアウェルパーティーで

会議のプログラムは終了しました。 

   

本会議運営委員会の新議長に就任したウィム・バン・ロイ氏は、最後の挨拶において、「私たちは自動車

遺産への愛によって結ばれたグローバルファミリーであり、ここで築いた橋がさらに強く、より結びついた

コミュニティにつながると確信しています。これからもお互いに刺激を与え合い、自動車文化を保存すると

いう共通の使命を推進していきましょう。」と締めくくりました。 

また、パーティーにはトヨタ自動車株式会社の豊田会長も登壇し「自動車とモータースポーツの歴史は

保存するだけではなく、他のスポーツや芸術と同じくらい刺激的で魅力的にすることが重要です。アジア

の自動車文化は欧米に比べるとまだジュニアリーグにいる状態ではありますが、着実に前進しています。

クルマへの愛は、どこにいても人々をつなぐものだと信じています。自動車の歴史と喜びを支え、共有す

るために素晴らしい仕事をしてくださっていることに感謝いたします。」と挨拶しました。 

  

本会議を振り返るオンライン報告会を 11月 9日（土）に開催いたしますので、ぜひご関心のある方は

オンラインもしくは国立科学博物館でのパブリックビューイングにご参加ください。 

※詳細はこちら 

2024 年世界自動車博物館会議日本大会オンライン報告会 開催要項 (toyota-automobile-museum.jp)  

https://toyota-automobile-museum.jp/assets/images/news/7950/WFFMM_Online_Session.pdf

